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研究授業「体育Ⅱ」の実施

池 内 裕 二

Enforcement and reflection of an open class “Physical Education II”
Yuji Ikeuchi

Abstract

This is an examination of the results of an open lecture for the purpose of improving the
classroom instruction at Takamatsu Junior College. The analysis is of a lecture that was part of
a series of open lectures, required under university regulations, that began in 2003. This
author reports the findings of a lecture of the“Physical Education II”course. The series of
open lectures for class research beban in the previous year. This lecture was the 4th in the
series and the 2nd in the 2004－2005 school year.

本稿は，平成15年度から本学保育学科が実施している授業改善のための事業「保育学科

における教員の授業研究の実施」（大学教育高度化推進特別経費 平成15年教育・学習方

法等改善支援経費）の一環として行われた「体育Ⅱ」の研究授業の記録である。本学科の

研究授業は昨年度から試行的に行われており，今回が４回目を数える。本講義は平成16年

度としては２回の研究授業である。

１．研究授業の日程

研究授業および検討会は次の日程で行われた。

〈研究授業〉

日 時：2004年11月25日(木) ３校時 13時～14時30分

場 所：体育館

授業科目：体育Ⅱ （担当：池内裕二）

参 加 者：他学科の教員を含め５名
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〈検 討 会〉

日 時：2004年11月25日(木) 16時20分～17時50分

場 所：西館２Ｆ演習室

参 加 者：他学科１名，本学科４名

先述したが，あくまでも試行的に行われているため，研究授業として、特別な時間帯が

設定されていないので，本学科の教員であっても授業時間帯が重なっており，研究授業に

参加できないという場合もあった。

２．カリキュラムの位置づけ

本講義は保育士資格取得に必要な「基礎技能」に位置づけられ，授業形態は「演習科目，

２単位，60時間で実施される。

３．本講義の目標

本講義では，子どもの身体の発達や身体運動の発達を理解した上で，年齢に見合った

「運動遊び」にどういったものがあるか調べさせる。また模擬授業という形で具体的な

「運動遊び」の学習を通して，安全管理のポイント，指導，援助の方法について習得する

ことを目標とする。

４．学習者の状態

本講義の受講生は、保育学科２年生19名である。本講義は、幼稚園教諭２種免許状およ

び保育士資格を取得するための選択必修科目である。したがって，学習者全員が，幼稚園

教諭２種免許状あるいは保育士資格を取得すことを目指しているものとして授業を展開し

ている。体を動かすことが好きで，中学・高校時代に運動部に所属したものが多く，運動

能力が高い。また，１年次の体育Ⅰの成績は全員「優」であることなど，授業への取り組

みは意欲的である。

５．これまでの授業の進行状況と本時の内容

〈第１講〉 オリエンテーション

〈第２講〉 春の自然散策
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〈第３講〉 ボール遊び

〈第４講〉 鬼ごっこ

〈第５講〉 表現遊び，リズム遊び

〈第６講〉 リレー遊び

〈第７講〉 縄を使った遊び

〈第８講〉 力くらべ，角力

〈第９講〉 網を使った遊び

〈第10講〉 伝承遊び

〈第11講〉 リレー遊び

〈第12講〉 鬼ごっこ

〈第13講〉 サーキット遊び

〈第14講〉 秋の自然散策

〈第15講〉 鬼ごっこ

〈第16講〉 リレー遊び

〈第17講〉 ボール遊び

〈第18講〉 紙を使った遊び

〈第19講〉 伝承遊び

〈第20講〉 本時

授業計画案

オリジナルな服を使って楽しく体操しよう

時 間 学 習 内 容 備 考

13：05 本時の説明

10 模擬授業①

制作遊び 資料１

40 休憩

45 模擬授業②

体 操 資料２

14：20 まとめ
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今後の予定

〈第21講〉 サーキット遊び

〈第22講〉 縄を使った遊び

〈第23講〉 伝承遊び

〈第24講〉 氷上遊び（スケート）

〈第25講〉 〃

〈第26講〉 まとめ 評価

６．研究授業を終えて

(1) 目標設定について

本講義は大きく２つの目標を設定した。１つ目は，子どもの身体の発育発達，運動能力

の発達を理解し，各種様々な運動遊びを体験し身に付けること。２つ目は，保育者として

運動遊びを安全に楽しく指導・援助する方法を学習すること。

さて，本時の内容であるが，本来導入であるべき服作りに時間がかかり過ぎて，目標で

ある友だちと一緒に身体を充分動かし体操を楽しむことが出来なかった。これは前期に模

擬授業を担当した時にあまりにも質，量ともにハードな内容（とても幼児対象のものとは

思われない）であったため，今回は保育園児向けにソフトにしようとしたためと思われる。

また，検討会で服作りが保育士養成カリキュラムの基礎技能（体育）としてふさわしいの

かと指摘があった。

基礎技能（体育）で何を教えるのか。運動遊びと発達の関係，体育的な指導のあり方を

毎時の授業でねらいとして明示すること，得意分野を保育課程の中でどういかしていくの

かを考えるべきとの指摘もあった。今後一層の教材研究，授業方法の改善を痛感した。

(2) 授業の流れについて

数名の者が遅れて時間どおり開始できなかった。また，導入に時間がかかりすぎた。

準備不足のため途中で材料を取りにいくなど，決してうまく展開された授業とはいえな

い。また，制作中の学生への言葉かけ，働きかけの不足，教師の位置取りのまずさも指摘

された。今後は事前の指導（指導案）授業中の指導，事後の指導（レポート）それぞれの

段階でのきめ細かい指導が大切である。

(3) 今後の課題

今後はさらに教材研究を深め，運動遊び（素材）のもつ意義，特長，すばらしさを理解
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し，遊びを通しての子どもの発育、発達，協調性，社会性などの心の発達と関連付け系統

的に配置する。また，人間性，個性をベースにした指導・援助の方法を学び，学生各々が

ひとつでも多くの運動遊びを身に付け，将来保育者として子どもとともに運動遊びを楽し

く出来るような授業を展開していきたい。

終わりに

研究授業に協力していただいた学生，ご意見，ご指導を下さった先生方に感謝いたしま

す。
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資料１



－133－

資料２
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